
2015年4月に、就任しました。 診療科： 

【就任メッセ―ジ】 
 私は、血液悪性腫瘍や乳がん、胚細胞腫瘍等固形がんの薬物療法に携わった後、
長年にわたり、がんの緩和医療に取り組んでいます。 
 緩和医療というと、現場ではまだまだ”最後”のイメージが強いのが実状です。
もちろん、“最後”が近づいてくると心身の様々なつらい症状がでてくるので、そ
れを適切に緩和することは、患者さん・ご家族いずれにも大切なことです。しか
し、患者さん・ご家族の苦悩は、がんと診断がついた時から始まっています。 
 症状が進んでから深刻な、面持ちで緩和医療の門を叩くより、早めに、気軽に
関係を作っておく方が得策ではありませんか？つらかったら、まずおいでくださ
い。一緒に対処する方法を考えていきましょう！ 
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●緩和治療科 奈良林至 プロフィール 
 
1985年 山形大学医学部卒業 
1989年 山形大学大学院医学研究科修了 
              同年国立がんセンター血液内科レジデント   
1992年 国立がんセンター中央病院内科医員  
1999年 国立療養所西群馬病院内科医員（緩和ケア病棟担当）  
2003年 埼玉医科大学臨床腫瘍科講師、同年助教授  
2006年 埼玉医科大学臨床腫瘍科教授 
2007年 埼玉医科大学国際医療センター緩和医療科教授 
2014年 昭和大学医学部内科学（緩和医療科学部門）教授  
2015年 4月より現職 
 
【資格】 
 ・日本緩和医療学会暫定指導医 
 ・臨床研修指導医 
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